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田林　明先生略歴・著作目録

略　　　歴

1948年５月９日	 富山県魚津市に生まれる
1967年３月	 富山県立富山中部高等学校卒業
1967年４月	 東京教育大学理学部地学科地理学専攻入学
1971年３月	 同上卒業
1971年４月	 東京教育大学大学院理学研究科修士課程地理学専攻入学
1973年３月	 同上修了
1973年４月	 東京教育大学大学院理学研究科博士課程地理学専攻入学
1975年４月	 同上退学
1975年５月	 東京教育大学理学部助手
1977年４月	 筑波大学地球科学系助手
1980年６月	 筑波大学地球科学系講師
1988年４月	 筑波大学地球科学系助教授
1997年３月	 筑波大学地球科学系教授
2004年４月	 国立大学法人筑波大学大学院生命環境科学研究科教授
2011年10月	 国立大学法人筑波大学生命環境系教授
	 現在に至る
2000年４月	 筑波大学大学院地球科学研究科長（任期期間2002年３月まで）
2001年４月	� 筑波大学大学院生命環境科学研究科地球環境科学専攻長 

（任期期間2004年３月まで）
2005年４月	 筑波大学地球科学系長（任期期間2007年３月まで）
2010年４月	 筑波大学生命環境学群長（任期期間2012年３月まで）

現在まで勤めた非常勤講師

	 茨城大学教育学部
	 お茶の水女子大学文教育学部・大学院人間文化研究科
	 金沢大学教育学部
	 京都大学文学部・大学院文学研究科
	 聖徳大学児童学部
	 東京大学大学院総合文化研究科
	 東北大学理学部・大学院理学研究科
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獨協大学経済学部
富山大学教育学部
名古屋大学文学部
日本大学文理学部・大学院理工学研究科
北海道大学文学部
流通経済大学経済学部
立教大学文学部

著作目録

１．著書・訳書・編著

１）	 『E. アイザック著　栽培植物と家畜の起源』（共訳；山本正三・田林　明・桜井明久）．1985年，大明堂，
172頁．

２）	 『日本の農村空間－変貌する日本農村の地域構造－』（共編著；山本正三・北林吉弘・田林　明）．
1987年，古今書院，423頁．

３）	 『農業水利の空間構造』（単著）．1990年，大明堂，239頁．
４）	 『扇状地農村の変容と地域構造－富山県黒部川扇状地農村に関する地理学的研究－』（単著）．1991

年，古今書院，286頁．
５）	 『文化地理学入門』（共著；高橋伸夫・田林　明・小野寺　淳・中川　正）．1995年，東洋書林，222頁．
６）	 『R. ドイル編　アメリカ合衆国テーマ別地図』（共監訳；高橋伸夫・田林　明）．1995年，東洋書林，

253頁．
７）	 Geographical Perspectives on Sustainable Rural Systems-Proceedings of the Tsukuba  International 

Conference on the Sustainability of Rural Systems- （共編著；Sasaki, H., Saito, I., Tabayashi, A. and 
Morimoto, T.）. 1996年, Kaisei Publication, 514頁．

８）	 『A. C. アンドリュース・J. W. フォンセカ編　現代アメリカ社会地図』（共監訳；高橋伸夫・菅野峰明・
田林　明）．1997年，東洋書林，306頁．

９）	 『持続的農村システムの地域的条件』（共著；田林　明・菊地俊夫）．2000年，農林統計協会，514頁．
10）	 『自然環境と文化』（共著；山本正三・内山幸久・犬井　正・田林　明・菊地俊夫・山本　充）．2001年，

大明堂，248頁．
11）	 『北陸地方における農業の構造変容』（単著）．2003年，農林統計協会，417頁．
12）	 『日本の地誌２ 日本総論Ⅱ（人文・社会編）』（共編著；山本正三・谷内　達・菅野峰明・田林　明・

奥野隆史）．2006年，朝倉書店，576頁．
13）	 『日本の地誌７　中部圏』（共編著；藤田佳久・田林　明）．2007年，朝倉書店，672頁．
14）	 『日本農業の維持システム』（共編著；田林　明・菊地俊夫・松井圭介）．2009年，農林統計出版，484頁．
15）	 『小農複合経営の地域的展開』（共編著；山本正三・田林　明・菊地俊夫）．2012年，二宮書店，399頁．
16）	 『商品化する日本の農村空間』（単編著）．2013年，農林統計出版，397頁．
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２．学術論文
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田林　明・榧根　勇・山本荘毅）．1970年，ハイドロロジー，２・３，46-49.
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－iv －

Tsukuba, Section A, ２, 1-14.
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Annual Report of the Institute of Geoscience, University of Tsukuba, ８, 19-24.
  36）	 ブナ帯における稲作の発展（単著）．1983年，人文地理学研究，７, 233-256.
  37）	 東村における稲作農村の変容－曲淵地区の事例－（単著），1983年，地域調査報告，５, 75-87.
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